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横浜市中央農業委員会  第８期第５回総会 議事録 

日  時 令和５年11月27日（月）14時00分～16時00分 

開催場所 都筑区総合庁舎６階会議室 

出席者 

の状況 

総委員数  19名 

出席委員数 15名 

欠席委員数 ４名          ※別添出欠状況表のとおり 

開催形態 公開（傍聴者０人） 

議  題 １ 議案 

第１号議案 農地法第３条の規定に基づく許可申請に対する処分決定について 

第２号議案 農地法第５条の規定に基づく許可申請に対する意見決定について 

第３号議案 農地法の適用を受けない土地に係る非農地証明について 

第４号議案 相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況の確認について 

第５号議案 買取らない旨の通知をした生産緑地のあっせんの協力について 

第６号議案 令和５年度農地利用状況調査結果及び利用意向調査書の発送について 

 

２ 報告事項 

第１号 農地法第３条の３の規定による届出について 

第２号 農地法第４条第１項第７号の規定による農地転用届出に対する受理について 

第３号 農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出に対する受理について 

第４号 農地法第 18 条第６項の規定による合意解約通知について 

第５号 相続税の納税猶予に係る引き続き農業経営を行っている旨の証明について 

第６号 農業委員会が発行した９月分扱い諸証明の確認について 

第７号 農業経営改善計画の認定について 

第８号 令和５年度農地パトロール（利用状況調査）に基づく荒地の通知について 

審議結果 

第１号議案 

25番 許可 

26番 許可 

27番 許可 

28番 許可 

第２号議案 

22番 許可相当 

23番 許可相当 

24番 許可相当 

25番 許可相当 

第３号議案 

39番 証明交付 

40番 証明交付 

41番 証明交付 

42番 証明交付 
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43番 証明交付 

第４号議案 

14番 利用確認 

15番 利用確認 

16番 利用確認 

第５号議案 

 25番 協力 

 26番 協力  

第６号議案 

 承認  

 

議     事 

 

事務局 

（開会 14 時 00 分） 

事務局から出席状況（出席委員 15 名、欠席委員４名）を報告し、法第 27 条第３項

の規定により総会成立要件を満たしていることを報告する。 

横浜市中央農業委員会会議規則第４条の規定により、角田昇会長が議長となる。 

 

議長 それでは、ただ今から第５回総会を開催します。 

本日の議事録署名人は、議席番号８番 白井 秀幸委員、９番 阿部 敏委員にお願い

します。 

それでは、第１号議案「農地法第３条の規定に基づく許可申請に対する処分決定に

ついて」審議します。 

25番について、事務局から説明して下さい。 

 

事務局 

 

譲受人・譲渡人は同一の世帯です。申請地について、生前贈与を行うため今回の申

請となりました。 

申請地は譲渡人・譲受人世帯で現在耕作しています。また、世帯の所有農地は、申

請地も含めて全て良好に耕作されていることから利用効率要件・常時従事要件につい

て問題はありません。 

また、地域の調和要件についても、すでに耕作しており問題はなく、引き続き耕作

を行うため、3条許可要件を満たしております。 

 

議長 25番について、地区担当の杉崎委員の意見はいかがですか。 

 

杉崎委員 

 

 一生懸命やられている方です。事務局の説明のとおり問題ない方だと思います。 

 

議長 25番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

他の委員の意見が無いようですので、25番について許可とすることに賛成の方は挙

手をお願いします。 
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委員 （挙手） 

 

議長 賛成多数と認め、25 番は許可と決定します。 

続いて、26番について事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

 

 申請地は昨年 12月に譲渡人に相続が発生しましたが、相続人である譲渡人は水田の

管理ができないため、隣接する水田所有者である譲受人に話が行き、申請に至りまし

た。 

譲受人の世帯の所有農地は水稲、露地野菜を中心に全て良好に耕作されています。

常時従事者は本人１人です。連続的に水稲が管理できるため、申請地も効率的に利用

する見込みがあります。 

 周辺との調和要件について、既に耕作している水田の隣接であり問題ないと考えら

れます。 

以上、農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件を満たすとして考え

ております。 

 

議長 26番について、地区担当の井上推進委員の意見はいかがですか。 

 

井上推進委員 

 

 一生懸命やられている方です。農地も良好なので問題ありません。 

 

議長 26番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

他の委員の意見が無いようですので、26番について許可とすることに賛成の方は挙

手をお願いします。 

 

委員 （挙手） 

 

議長 賛成多数と認め、26番は許可と決定します。 

続いて、27番について事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

 

申請地は昨年 12月に譲渡人に相続が発生しましたが、相続人である譲渡人は水田の管

理ができないため、隣接する水田所有者である譲受人に話が行き、申請に至りました。 

譲受人の世帯の所有農地は水稲、露地野菜を中心に全て良好に耕作されています。

常時従事者は本人も含め２人です。連続的に水稲が管理できるため、申請地も効率的

に利用する見込みがあります。 

 周辺との調和要件について、既に耕作している水田の隣接であり問題ないと考え

られます。 

以上、農地法第３条第２項各号に該当しないため、許可要件を満たすと考えており

ます。 

 

議長 27番について、地区担当の井上推進委員の意見はいかがですか。 
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井上推進委員 

 

 毎日畑に出て耕作している方であり、何ら問題ないと思います。 

 

議長 

 

 

 

27番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

他の委員の意見が無いようですので、27番について許可とすることに賛成の方は挙

手をお願いします。 

 

委員 （挙手） 

 

議長 

 

賛成多数と認め、27番は許可と決定します。 

続いて、28番について事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

 

３条許可申請を受け付けましたが、11月 22日に取下げの申し出がありました。 

議長 28番について、取下げにより審議は行いません 

 続いて、第２号議案「農地法第５条の規定に基づく許可申請に対する意見決定につ

いて」審議します。22番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

 

 

譲受人は東京都で電力事業を営む法人です。譲受人が所有する鉄塔のフェンスが、

敷地内の緑化樹木の繁茂により傾いており、修繕を行うため申請地を仮設資材置場と

して転用するものです。当該地の選定は、付近に資材や工事車両を置く場所が確保で

きないため鉄塔の隣接地である申請地が選定されました。周囲はカラーコーン等で囲

み、草刈りを行った上で、使用します。工事車両はプラ板を敷いて駐車します。工事

終了後は、荒起こしを行い、耕耘して農地として復元後返却します。 

立地基準は第２種農地です。市街化区域から５００ｍ以内に位置しており、農地の

集団10ヘクタールに属していません。 

当該地は風致区域ですが、事前の許可申請は必要ありません。 

計画は妥当であり、適切な被害防除も行われることから許可相当と考えます。  

 

議長 

 

22番について、地区担当の小島委員の意見はいかがですか。 

小島委員 

 

電力事業法人による一時転用になります。特に問題ないと思います。 

議長 

 

22番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、22番について許可相当とすることに賛成の方は挙手をお願いし

ます。 

 

委員 

 

（挙手） 
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議長 

 

賛成多数と認め、22 番は許可相当とし市に進達します。 

続いて、23番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

  

 

譲受人は緑区霧が丘に事務所があり青葉区田奈町で生活介護事業を行っている法人

です。12 名の利用者が通所しており、主にたちばな台一丁目や寺家町の農地で農作業

の手伝いを行っています。重度障害の方の割合が高く手狭となっていることに加え、

賃借している建物の老朽化に伴い退去を求められており移転が必要となっています。 

 移転先として、活動地域である農地の付近であること、横浜北部地区で生活介護事

業所が足りておらず定員 30 名まで利用者増に対応できる面積が確保できること、幅

4.5m以上の道路に接道している必要があり、これらの条件を満たす土地として申請地

が選定されました。 

 立地基準は第３種農地です。前面道路に上下水道管が埋設されており、500m 以内に

たちばな台第二公園と第六公園があります。 

 被害防除について、北側、東側にコンクリートブロックとフェンスを新設します。

南側、東側は既存擁壁があります。雨水は自然浸透及び鴨志田川へ放流、汚水は下水

管へ接続します。 

 所有農地に違反転用はありません。 

 他法令の手続きについて、建築物の新築許可について建築局調整区域課で受付済み

です。 

計画は妥当であり、適切な被害防除も行われることから許可相当と考えます。 

 

議長 

 

23番について、地区担当の金子推進委員の意見はいかがですか。 

 

金子推進委員 

 

事務局と現地を確認しました。問題はないと思います。  

 

議長 

 

 

23番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、23番について許可相当とすることに賛成の方は挙手をお願いし

ます。 

 

委員 

 

（挙手） 

 

議長 

 

賛成多数と認め、23 番は許可相当とし市に進達します。 

続いて、24番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

 

譲受人は譲渡人の長女で、現在、緑区北八朔町の賃貸住宅に夫子と住んでいますが、

現住居が手狭となってきたうえに、有事の際には両親と協力できるように本家に近い

土地を探していました。他に建築可能な土地もないため、申請地を転用するものです。 

場内は転圧して隣接農地に被害が出ないようにします。雨水は桝に集水し前面側溝

に接続し排水させます。汚水は敷地内にて集水し、前面道路の公共下水道へ排出しま

す。周囲はコンクリート擁壁を新設しますが、北側のみ残農地への影響を考えて地先
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ブロックを設置し被害防除します。 

立地基準は第３種農地です。前面道路に上下水管が埋設されており、山下小学校と

街区公園があります。 

当該地は風致区域のため、事前に風致地区行為許可申請受付済みです。 

計画は妥当であり、適切な被害防除も行われることから許可相当と考えます。 

 

議長 

 

24番について、地区担当の小島委員の意見はいかがですか。 

 

小島委員 

 

事務局と現地を確認してまいりました。説明どおりで特に問題ないと思います。 

議長 

 

24番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、24番について許可相当とすることに賛成の方は挙手をお願いし

ます。 

 

委員 

 

（挙手） 

 

議長 

 

賛成多数と認め、24 番は許可相当とし市に進達します。 

続いて、25番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

 

譲受人は、案内図にある「譲受人事業地」にて特別養護老人ホームを開設予定です。

当該地は、近隣でリハビリセンターを運営している医療法人と共同所有している土地

で、現在、土地の一部をリハビリセンターの従業員駐車場として利用しています。譲

受人の事業のために駐車場を移転させる必要があることから、近隣で移転先を探した

ところ、条件に合う土地が申請地しかなかったため転用するものです。 

立地基準は、第２種農地です。市街化区域から 500ｍ以内にあり周辺農地の規模が

10ha未満です。 

被害防除対策について、敷地内は全面砕石敷のため雨水は自然浸透とします。南側

は既存コンクリート擁壁のままとします。北側の一部に出入口を設け、それ以外は全

てコンクリ―トブロック３～５段を新設します。隣接地権者は計画について了承済み

です。 

申請者に農地法上の違反はありません。他法令についても特段問題ありません。 

現地は地区担当の新川委員と確認済みです。 

以上、計画は妥当であり適切な被害防除も行われることから許可相当として市へ進

達します。 

 

議長 

 

25番について、地区担当の新川推進委員の意見はいかがですか。 

 

新川推進委員 事務局と現地を確認してまいりました。被害防除も問題なく、説明どおりで特に問
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 題ないと思います。 

 

議長 

 

25番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、25番について許可相当とすることに賛成の方は挙手をお願いし

ます。 

 

委員 

 

（挙手） 

 

議長 

 

 

 

賛成多数と認め、25 番は許可相当とし市に進達します。 

続いて、第３号議案「農地法の適用を受けない土地に係る非農地証明について」審

議します。39番から 43番までについて、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

 

39番について、立地基準は第３種農地です。15年間住宅敷地として使用されている

ことを航空写真で確認しました。 

40番について、立地基準は第３種農地です。位置・面積・形状から耕作不適地であ

ることを確認しました。 

41番について、立地基準は第３種農地です。10年間資材置場として使用されている

ことを土地課税台帳登録事項証明で確認しました。 

42番について、立地基準は第２種農地です。10年間資材置場として使用されている

ことを土地課税台帳登録事項証明で確認しました。 

43番について、立地基準は第３種農地です。10年間住宅敷地として使用されている

ことを土地課税台帳登録事項証明で確認しました。 

 

議長 39番から43番までについて、委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、39番から43番までについては承認し証明交付することに賛成の

方は挙手をお願いします。 

 

委員 （挙手） 

 

議長 

 

賛成多数のため、39番から43番までにつきまして証明交付とします。 

続いて、第４号議案「相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況の確認につい

て」審議します。14番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

こちらの案件につきまして、10月18日に地区担当委員の小島委員と対象者と現地立

会いを行いました。 

現地調査の結果、対象の農地は良好に管理されていることを確認しております。 

以上のことから、緑税務署へ利用状況の確認につきまして、報告したいと考えてお

ります。 
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議長 

 

14番について、地区担当の小島委員の意見はいかがですか。 

小島委員 きちんと管理されており、問題ないと思います。 

 

議長 14番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、14番について適正に利用されていることに賛成の方は挙手をお

願いします。 

 

委員 

 

（挙手） 

議長 賛成多数と認め、14番は適正に利用されていることを緑税務署に報告します。 

続いて、15番について事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

こちらの案件につきまして、10 月 30 日に地区担当委員の大矢委員と対象者と現地

立会いを行いました。対象農地は、果樹及び筍畑として適正に管理されていることを

確認しました。 

 以上、緑税務署へ利用状況の確認につきまして、適正に管理されていることを報告

したいと考えております。 

 

議長 

 

15番について、地区担当の大矢推進委員の意見はいかがですか。 

 

大矢推進委員 事務局の説明どおり、問題はありません。 

 

議長 15番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、15番について適正に利用されていることに賛成の方は挙手をお

願いします。 

 

委員 

 

（挙手） 

議長 賛成多数と認め、15番は適正に利用されていることを緑税務署に報告します。 

続いて、16番について事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

こちらの案件につきまして、11月８日に地区担当委員の井上委員と対象者と現地立

会いを行いました。対象の農地は施設野菜、露地野菜を中心に適正に管理されている

ことを確認しております。 

以上、緑税務署へ利用状況の確認につきまして報告したいと考えております。 

 

議長 

 

16番について、地区担当の井上推進委員の意見はいかがですか。 
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井上推進委員 すべて良好に管理されています。、何も問題はありません。 

 

議長 16番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、16番について適正に利用されていることに賛成の方は挙手をお

願いします。 

 

委員 

 

（挙手） 

議長 

 

賛成多数と認め、16番は適正に利用されていることを緑税務署に報告します。 

続いて、第５号議案「買取らない旨の通知をした生産緑地のあっせんの協力につい

て」審議します。25 番から 26番について事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

25、26番については主たる従事者証明を発行済みです。 

市長より農業者の皆さまへのあっせん等の協力依頼がありましたので、情報提供さ

せていただきました。買取希望がある場合は、12月５日（火）を期限として、事務局

までご連絡いただければと思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 

議長 

 

 

 

25番から 26 番について、あっせんに協力します。 

続いて、第６号議案「令和５年度農地利用状況調査結果及び利用意向調査書の発送

について」審議します。事務局から説明してください。 

事務局 

 

 

まず農地利用状況調査、一筆調査について説明します。農業委員会は管内の農地を

すべてパトロールすることになっております。その中で農用地は原則事務局と委員の

皆様と一緒に６～８月に一筆調査を行っております。自身の担当エリアに農用地があ

る方は来年の調査に同行いただく予定です。 

調査で荒れてしまっている、違反があると判断した農地については所有者に通知を

送り、農地の利用、違反是正について意向を確認しています。 

今年度は改選の都合で委員の皆様に同行依頼をすることはなかったのですが６月か

ら８月にかけて調査を実施いたしました。今回の議案では荒れ具合が大きい農地を指

す１号農地、２号農地を決定し、農地所有者に対して今後の農地の利用意向を確認す

る書面を送ることについて決定します。 

１号農地、２号農地とは農地法第 32条第１項の第１号、第２号に該当する農地の通

称で、それぞれ１号農地は「現在耕作がされておらず、また今後も耕作される見込み

のない農地」を指し、状態としては圃場(ほじょう)全体に全く手が入れられておらず、

荒れ具合が大きい農地を指定しています。２号農地は「農業上の利用の程度がその周

辺における農地と比べて劣っている農地」を指し、状態としては営農状況が良い集団

農地の中で遊休化が進みつつある農地を指定しています。 

今回の調査では農地法第 32 条第１項１号に該当する農地として１筆 1174 ㎡、２号

に該当する農地として５筆 2227 ㎡の農地を決定しました。その所有者４名に対して農

地法（32条）に基づき今後の農地の利用方法について伺う利用意向調書を発送したい
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と考えています。 

通知に対して応答がない、もしくは意向通りの利用が開始されない場合は農地中間

管理機構に対し情報提供を行い、今後の対応について協議します。 

続いて、通知発送の議決の前に報告事項のその他として、議案書最終４１ページ、

「令和５年度 農地パトロール(利用状況調査)に基づく荒地の通知について」もあわ

せて報告します。 

１号２号ほどではないですが荒れている農地について荒地と呼んでいます。この荒

地の所有者に対して、北部農政事務所と合同で 12月に通知を発送する予定です。荒地

の候補地については、11月 17日時点で合計 92筆、57,883㎡です。区別ではお配りし

た調査結果の表のとおりとなっています。 

なお、担当されている地区の、どの農地に荒地通知を出すかお知りになりたい場合

は、別途一覧表をご用意いたしますので、お声がけください。 

最後に違反転用の疑いがある農地についてです。現在通知を送る準備を進めており、

12月の総会でご報告し、１月ごろに通知を送りたいと思っております。 

以上です。それでは利用意向調査書の発送についてご審議のほどよろしくお願いい

たします。 

 

議長 

 

第６号議案について、意見、質問等はありますか。 

 

井上推進委員 通知後も返答がなく、現状のまま放置されている場合はどのように対応するのか。 

罰則等を定めて最後まで指導するべきではないか。実際に法人が取得して荒らしてし

まったケースがある。 

 

事務局 農地所有適格法人であれば毎事業年度に活動報告の提出を求めているので、状況の

確認や指導等は可能である。しかし、正式な手続きをしていない等の場合、指導が困

難な場合もある。 

 

小池委員 その法人がちゃんと耕作を行っているかのフォローはどう行っているのでしょう

か。 

 

農政推進担当 年１回報告書を農業委員会に提出してもらい作付け状況や農地の写真等を確認して

います。また、利用状況調査を行って、耕作状況が芳しくない場合は、ヒアリング等

を行っています。 

 

議長 他に意見、質問等はありますか。 

無いようですので、第６号議案について決定とすることに賛成の方は挙手をお願い

します。 

 

委員 （挙手） 
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議長 賛成多数と認め、第６号議案は決定とします。 

以上で、第５回総会審議事項の審議を終了します。 

続いて、報告事項第１号から第８号について、事務局から説明をしてください。 

 

事務局 

 

（報告事項第１号から第８号まで、議案書のとおり一括報告） 

 

議長 

 

 

 

ただいまの報告につきまして、意見、質問等はありますか。 

無いようですので、報告事項を了承とします。 

これをもちまして第５回総会を終了します。 

 （閉会 16 時 00 分） 
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会長は議事録を作成し、議長は署名人とともに署名する。 

 

令和  年  月  日 

 

    議 長 

 

 

 

    署名人 

 

 

 

    署名人 
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令和５年11月27日開催 第５回総会出欠状況 

【農業委員】 

番号 氏 名 役 職 名 出欠状況 備  考 

１ 角 田   昇 会長 出席  

２ 野 路 幸 子 会長職務代理者 出席 議長 

３ 飯 田   清  出席  

４ 加 藤 義 晴  出席  

５ 小 島 重 信  出席  

６ 平 本 武 夫  出席  

７ 坂 田  清 一  欠席  

８ 白 井 秀 幸  出席 議事録署名人 

９ 阿 部   敏  出席 議事録署名人 

10 金 井   健  出席  

11 小 池 誠一郎  出席  

12 岡 本   肇 連合会理事 出席  

13 菅 沼   進  出席  

14 杉 崎 精 一  出席  

15 関 戸 裕 一 連合会理事 欠席  

16 小川名 重 典 連合会理事 出席  

17 加 藤   保  欠席  

18 石 井 芳 明  欠席  

19 守 谷   弘  出席  

 

【農地利用最適化推進委員】 

番号 氏 名 役 職 名 出欠状況 備  考 

１ 飯 嶌 啓 吾  出席  

２ 荻 野   清 連合会理事 出席  

３ 金 子 宏 正  出席  

４ 川 田 昭 一  欠席  

５ 鈴 木   昇 連合会理事 欠席  

６ 関 口 正 徳  出席  

７ 中 山   勝  出席  

８ 根 本 栄 治  出席  

９ 村 岡   鐘  欠席  

10 井 上 太 市  出席  

11 内 田 英 一 連合会理事 出席  

12 大 矢   勝  出席  

13 金 子 晴 男  出席  

14 河 原 俊 一 連合会監事 出席  

15 小 原 甲 史  出席  

16 齋 藤 春 美  出席  

17 佐 藤 孝 春  出席  

18 新 川 和 生  出席  

19 森   正 明  出席  

  

その他会議に出席した関係者の氏名：なし 


	20231127_表紙_第５回総会議事録
	20231127_【伺い用】_第５回総会議事録

